




















































































































































































































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.35)
よ
●用心垂
突部の内側にある布製の垂。突き技に対する安全を保つために付けられている。
り
●理合
相手との動き・技のかけひきが法則にかなっていること。剣道では、理合に適った
技の追求が重要視されている。
●理念
日本剣道連盟は、剣道の理念として「剣道は剣の理法の修練による人間形成の道で
ある」と定義している。（1975）
●理法
物事の道筋・道理・法則のこと。
れ
●礼
社会秩序を保つための生活規範。剣道は「礼に始まり礼に終わる」といわれているよ
うに、相手に敬意を示す礼および礼儀作法の重要性を説いている。
わ
●脇構え
日本剣道形の四本目の仕太刀の構え。構え方は「中段の構えから右足を引きながら
刀を大きく右脇に構える。刀身が相手に見えないように構える。
●技
修練を経てできる運動技術。
